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ゲーテの言葉

警『一人一人が自分の家の前を掃ιナば、町申がされい
だ。』

饉もとの言葉は :

「銘々自分の戸の前を掃け、

そうすれば町のどの区も溝潔だ。

銘々自分の課題を果たせ、

そうすれば市会は無事だ。」
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脱線 :HackerとCracker
・ 昔 は私 も Hackerと 呼ばれた・ ・

書′Hacker′ by the Hacker′ s Dictiゃ nary:
O A person who enjoys iearning the detatts of

computer systems and hovv to stretch their
capabi‖ ties― as opposed to mOst users of
computers′ who prefeF to learn Oniy the minirnum
amount necesSary

饉jCracker′ by an old Dictionary:
●Thin flaky7 dry biscuit
● Firework that makes crclcking noises when set off

モHappyexeの話で違 いを述べ る と…

脱線 :Happy.exeの 言舌
聟古き良き時代 (1984年頃 ?)の音話。
苺99年に流イテったHappy99.exeと |ま別の話。

饉研究所で使っていたDEC2060という計算機は
米国のAI研究者が良く使う計算機で標準でつい
てくるOSの中にくgames>と か
くunsupported>という名前のデイレク トリが

響兄ぁ52宣51受弄5脈LL断逗たく
〔ある日、その中にhappy.exeと いう名前のフア
イルを発見。さつそく実行してみると…

Happyュ exeの言舌 (続き)
蓼「Delete*,*.*」 を実行し始めた !

V/これは現在のディレク トリの中の金ての
フアイルを削除するコマンド。

饉真っ青になつて、Control― Cを運打するも、
強制終了は受け付けられず、ただただ今まで
の努力の結晶である自分のフアイルが削除さ
れていくのを呆然と見守るのみ。

饉はっと、気がついて「undeleteがある !」 と
思つた矢先、計算機は「expunge」 を実行し
だした !

盪万事窮す !

圏eppy.exeの言舌 (続き)

・ と思つたら、「expunge」 が終了してしばらく
経つた所で、茫然自失状態の私の目の前に 1

V/「ただいまあなたがご覧になったコマンドは
どれも実際には実行されていません。どうで
す、日appyになつたでしょう 1 !1」

というメッセージが表示されて、おしまい。

毒これには本当にノヽッピーな気分になつた。

罐ちょつと悪質なイタズラかもしれないが、実害
は無く、ユーモアたつぶり。

,Hackerは この程度のことはするが、それ以上
の悪さはしない。それ lt_対 してCrackeHま悪
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2-4:Internet全 体のちよつと前まで
の構造

● あきみち、空閑洋平 :「もろさが織りなす粘り強い世界 インターネッ
トのカタチ」、オーム社、2011年、p194から.

。 新しいインターネッ トの形 (同じ本から)

Hyper Giantもの登場
・ Hy督〕「 slantS           I/GOOgle′ Facebook「 YouTub,(Googie)′
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人FE3八員J(Law of Man)

人 間は …           by高
橋 秀俊
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蛾なまけもの      :azy            l
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利用者端末や

学内専用サービスシステム

(個々のVLANに分割して
アクセス制御を実施 )

15
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個人情報保護法 |‐■
(民間企業などで直接関係するの|はこの部分 )
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全学情報セキュリテイ委員会
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ゲーテの言葉 (再掲 )

滲『一人一人が自分の家の前を掃けば、町中がされい

だ。』

↓

難一人一人がセキュリティの

心得を守れば、大学全体が

安全 (セキュア)だ

19
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感想  『京都大学の情報セキュリティ対策について』：斉藤康己教授 

 

・全体を守るのは結局個人だという事を改めて認識しました。 

・身近ではあるがよく理解していない部分の説明が多く有りとても興味深い内容であった。

事例の説明等にもう少し時間が長くあればよかったと思う。 

・情報化社会における個人のセキュリティに対する意識改革は常に更新を促される必要が

あると思われるので最近の事例を挙げたお話を伺えてとても良かったです。自分自身の

業務内容での注意点についても最新のものと比較する必要性を感じました。 

・コンピューターが一般に利用される前からのご使用経験など、これまでのインターネッ

トも歴史的な背景や利用方法・状況などをご説明頂き、またご自身の経験からくる丁寧

な理解しやすいご説明が非常に良かったです。 

・情報セキュリティに対する考え方やインターネットのことがよく分かった。インターネ

ットについては、その歴史等、あまり知らなかったので、大変興味深く聞くことができ

た。人が使うものなので、使用する一人一人がモラルを持つことが必要なのだと感じた。 

・セキュリティというと堅い話になるかと思いきや、受講者の身近な問題まで落とし込ん

だ内容にまで噛み砕いてくださっていたので、楽しく受講することができました。個人

PC のセキュリティを再確認しておきます。 

・ニュースや記事では騒動や犯人などが主となる情報で、次はセキュリティには注意しま

しょうと、肝心の知るべき原因などの情報が断片的かつ少ないように思います。セキュ

リティインシデントの事例として最近世間を騒がせた事件がどのような手口、経路で生

じたのか紹介していただき、各事例騒動の全景がつかめたように思います。そして、イ

ンシデントを防ぐためには自己防衛が大切であること再認識することができました。 

・インターネットの情報セキュリティについて改めて考えることができ良かった。様々な

ネット被害を知ることができ、またそれらにあわないように気をつけたい。パスワード

の考え方を教えてもらい、参考になった。今までパスワードの変更をしたことがなかっ

たが、今後はその方法を参考にしてパスワードを時々変更していこうと思った。 

・様々なセキュリティインシデントの事例を紹介して頂き、大変勉強になった。ちょうど

同じ週に友人の LINE のアカウントが乗っ取られたところであったので他人事ではないこ

とを改めて認識した。今後、自分の周りのセキュリティの再確認を行っていきたい。 

・セキュリティについて「自らが守る」が基本であり、組織はそれを「サポートするもの」

であるということについて、よく勉強になりました。 

・インターネットの歴史から、今後の課題まで詳しく講義を聞けて本当に面白かった。 

もともと性善説によって運用されていたインターネットが、悪質な利用者によって整備

されていく経緯がよくわかった。自分自身がルールを守り、組織に迷惑を掛けない情報

対策に努めたいと思います。 

・情報セキュリティは大学（組織）任せになるのではなく、個人としても注意を払わなけ
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ればならないものであることが分かりました。 

・京都大学の情報セキュリティの基本は自ら守ること。そのために個々が使用するパソコ

ンのセキュリティソフトは最新にしておくこと、パスワードはいろいろな文字を組み合

わすことなどが紹介された。しかし、世の中には様々なネット犯罪が横行しているよう

で講義でも幾つか紹介されたが、そういう話を聞くと情報セキュリティを例え万全にし

たとしてもクラッカーと呼ばれる人がセキュリティを破ってくるのではという気がした。

新種のコンピューターウイルスが新たに開発された場合、最新のセキュリティソフトで

も歯が立たないのではと思った。講義では 50年経ったらネット犯罪は無くなるのではと

予期されていたが、実際はどうなるのか誰にも分からないなと思った。 

・様々な具体例を紹介していただき、とてもわかりやすく、面白く、参考になった。個人

の PCを守ることが基本であるということを肝に銘じたい。 

・インターネットの歴史や考え方の講義は、これまでは「何となく」知っていることが多

かったので、その詳細について知ることができて有意義でした。ハッカーとクラッカー

は同じ意味に捉えていたので、その違いがよく分かりました。 

 インターネットセキュリティに関してユーザー側でできることについては、概ね実践で

きていたので、安心しました。一人一人の心構えが大事だと思うので、今後も当たり前

のことを続けていきたいと思います。 

・非常に有意義な講義だった。 便利に使っているグーグル等のプロバイダは果たして業務

に使って良いのか悪いのか分からず使用していた。しかし斉藤先生より個人がしっかり

と管理を行えば、どんどん使ってくださいと言われ、安心した。また、インターネット

の歴史やセキュリティ管理をすることになった経緯やさまざまなハッカーによる事件な

どを講義いただき、セキュリティ対策の関心が高まった。今後はしっかりとパスワード

管理などをしていこうと思う。また忘れにくいパスワードの作り方をお教えいただいた

のでさっそく実行して行こうと思う。 

・インターネットの歴史から実際の事件などから得られる教訓など、大変解りやすい講義

だった。インターネットとは何か、セキュリティとは何かについての問いかけについて

理解が深まり、「ゲーテの言葉」などプレゼン技術についても学ぶ事が多数あった。 

・そもそも京大ネットワークに接続しているユーザー一人一人が意識して対策を行ってい

かなければ意味が無いという事を改めて認識する事が出来た。 

・セキュリティの実例について、具体的にわかり易くご説明いただきありがとうございま

した。 

・情報セキュリティの重要さは認識しているつもりなのですが、コンピューターは多くの

人にとってその仕組みをよく知らないままにとにかく使い始める事がほとんどだろうと

思いますし、何をどう気をつければいいか誰からも教わらないまま使い続ける事が普通

となっていますので、今後もずっとセキュリティ問題は続いてゆくだろうなと思いまし

た。 
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・インターネットの歴史やウィルスの脅威などとても興味深い話ばかりだった。機会があ

れば、ぜひもう一度受講したいと思った。 

・人が皆善人なら、セキュリティの問題も考える必要もないが、そうでないから何かセキ

ュリティ対策が必要になってくる。そういうことがここ数年で特に大事になってきてい

る。大学内でもいろんな事件があったりして、改めて対策をしなければならないことに

気づかされた。ただ、人任せでなく、自分から被害リスクを上げるようなことをしない

ことが何より重要だということが分かった。 

・インターネットの歴史から始まり、近年のネットより発生した犯罪の話やなどを興味深

く拝聴した。パスワードに関してはなるべく同じにしないように気を付けてはいるもの

の、一度決めてしまったら定期的に変えたりすることをしていないので今後気を付けよ

うと思った。また、安易にサイトに入ることで大学全体に被害を与えることもあること

を今まで以上に念頭に置いていきたいと思った。 

・組織のセキュリティ対策として、各個人の意識・作業が重要だという話が印象に残った。

また、パスワード設定についての話も非常にためになった。 

・インターネットにおけるセキュリティについて、非常に噛み砕いた面白いお話が聞けて

とても役に立ちました。特に京都大学に対するネット攻撃の凄さは、色々と情報ではお

聞きしていたのですが、それに対抗するセキュリティ技術には脱帽する思いです。完璧

なセキュリティはないので、結局、一人一人のセキュリティ意識を高めるしかなく、パ

スワードもしっかり管理しなければどんなに素晴らしいセキュリティ対策でも意味が無

くなってしまう事を、改めて痛感しました。今後、巨大素数積の暗号も破られる時代に

なる可能性もあるので、ABC（当たり前の事を、馬鹿にしないで（馬鹿正直に）、ちゃん

とやる！）を意識して実施します。 

・具体的な内容で、わかりやすく話してくださり、インターネットがどう発展してきてど

のようにして情報セキュリティ問題が生じ、深刻化していったのかを知ることができた。

ゲーテの引用を用いたメッセージは肝に銘じたい。 

・インターネット創成期から、現在の様々なセキュリティにまつわる犯罪事例まで解説し

ていただきとても参考になりました。パスワードはもう少し頻繁に変えようと思います。 

・この話を聞いて、インターネットセキュリティについて楽しく勉強することが出来た。

特に、最近の実際にあった事件を題材にしてその原因を聞くことでそれに対してどのよ

うな対策をとればよいかということを考えるきっかけとなったので、この講義を聞くこ

とが出来て非常に有意義であった。今後も新しい事件などがあれば、その原因について

是非知っておきたいと思っている。 

・情報セキュリティについて、身近な例を交えてご説明があり、大変わかりやすかった。 

・全学生が共用で使用する教育用 PC 端末を管理しているので、セキュリティをどう考え、

どう保護するのか大変興味があります。講義ではエンドユーザーよりの話でしたが、管

理者が今後どう考えていくべきかといった話もお聞きしたかったです。 
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・一時間半という中で，非常にボリュームのある内容であった。とても興味深く聞かせて

いただき、時間が足らないほどに感じた。組織がどんなに強固な仕組みを構築しても、

個人の行いにより簡単にどうとでもなってしまうことが理解でき、個々の利用に大きな

責任がありことを自覚した。 

・セキュリティについて再確認できた。 

・古い時代のインターネットはオープンであったという話が印象的でした。 

・最新事例がわかりやすく紹介され、大変勉強になった。 

 

 

講義：斉藤教授 
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